
情報モラルの指導 ～携帯電話やインターネット等の安全利用～ 

 

愛媛県立三間高等学校 

夏秋 従治 

１ はじめに 

 本校は、各学年普通科１クラス、農業機械科１クラス計６クラスの小規模校である。

教科「情報」に関しては、農業機械科は、「農業情報処理」（２単位）で代替している。

普通科は、１年次に「社会と情報」（２単位）を履修しており、私と商業科の教諭の２

人で担当している。私が主に理論を担当し、商業科の教諭が主に実習を担当している。

本校で情報を受け持つようになって３年目である。ティームティーチングでの指導も同

じく３年目である。使用教科書は、日本文教出版の「見てわかる社会と情報」である。 

 

２ 主題の設定理由 

 愛媛県教育委員会による 2016 年６月実施の調査においては、自分の携帯電話・スマ

ートフォンを所有している愛媛県の高校生の割合が 96.6％、スマートフォンの割合が

95.0％となっている。ネットいじめの変遷については、数年前までは、学校裏サイトと

言われる掲示板サイトなどでの誹謗中傷によるいじめが多くあったが、その後電子メー

ルでのいじめへと変わっていき、現在、最も多いのがＬＩＮＥによるいじめである。電

子掲示板や電子メールでのいじめがなくなったわけではないが、今はＬＩＮＥを通した

仲間外しなどのいじめが多いとのことである。 

 こうした背景をとらえて、「情報モラル」についての指導が大切であると考え、イン

ターネット利用に関する講演会の実施、アンケート調査・分析、情報に関するルールや

マナーについて考えさせる授業の実践、携帯電話やインターネットのルール作り等を行

った。 

 

３ 授業等の展開 

 (1) インターネット利用に関する出張講義 

 総合教育センターから講師を招き、インター

ネット利用に関する講演をしていただき、イン

ターネットやスマートフォン等のトラブルから

自分を守るために留意することについてお話し

いただいた。 

 

   日時  平成 28 年５月６日（金） ６限目 

      14:50～15:40 

   場所  体育館 

   対象  全校生徒及び教職員 

   講演内容  「インターネットやスマホ等の

トラブルから身を守るために」 



   講師 愛媛県総合教育センター 教育開発部 

      情報教育室 指導主事  野村 竜也 先生 

 

 (2) 実践事例「自分の情報をむやみに出さない。」 

 先日の講演で、生徒は、「被害者にならないために、個人情報は書き込まない。」、「加

害者にならないために、情報発信に責任を持つ。」、「公共ルールやマナーに反する行為

をアピールするような情報（例えば、『悪ふざけ投稿』）を流さない。」等、インターネ

ットやスマホ等のトラブルから身を守るために大切な事について学んだ。そこで、こ

れらのことを振り返りながら、個人情報を発信することの危険性について考えさせ、

情報の「送り手」として責任を持って情報を発信することの大切さに気付かせる授業

を実施した。 

 

教　室

時間

１　本時のまとめ

２　次時の学習内容の確認

５

・

・

・

10

10

20

○

○

先日の講演会で学んだ、イン
ターネットが「仲間内」「匿
名」「仮想」の世界でないこ
と、やり直しができないことを
確認させる。

・

・

・

例として提示したプロフィー
ルサイトやブログの記事等にお
いて、個人情報が発信されてい
ないか考える。

１

個人情報を発信することの危
険性について考える。

２

責任ある情報の「送り手」と
は

３

２　本時の目標を確認する。

最近インターネット、携帯電
話等で情報発信したことを思い
出させ、自分の情報発信の状況
を振り返らせる。

・　パワーポイント・５

１

２

本時の主題 　自分の情報をむやみに出さない

前時の課題 　授業プリント「情報機器を使いこなそう」を復習しておく。

情報科（社会と情報）　学　習　指　導　案

日・時 平成  年  月  日　（金）　第　限 指導者

学年・組 　１年　　組 　教室 教科書 見てわかる社会と情報（日本文教出版）

単　元 　情報機器を使いこなそう

指
導
目
標

指
導
計
画

　コンピュータやインターネットを利用す
る際の注意点を理解できるようにする。

第２節　情報機器を利用するときの注意点

２
　１　情報機器を使いこなそう・・・・・・・・１時間

　基本的な情報モラルやマナーを身に付け
るようにする。

指
　
導
　
過
　
程

学　習　活　動 指導上の留意事項 資料・評価規準等

導
入

　３　他人を傷つけないようにしよう・・・・・２時間
　４　他人がつくったものを勝手に使わない・・１時間
　５　迷惑メールが届いたら・・・・・・・・・１時間
　６　インターネット上で買い物をするときは・１時間

学んだことを元にして、情報
の「送り手」として気を付ける
べきことをまとめ、挙げていく
ことができる。

〈評価方法〉
○　プリント

公開された情報の中には、別
の投稿記事など、複数の情報を
照らし合わせることで個人を特
定できる場合があることに気付
かせる。

○　プリント

目
標

　個人情報をむやみに発信すると悪用される危険があり、情報を発信する際は最新の注意が必要なことを理解さ
せる。

　情報の「送り手」として、責任を持って発信することを理解させ、その注意点を確認させる。

　パワーポイント１　前時の課題を確認する。

【思考・判断・表現】

次時の
課　題

　次単元の教科書を読んでおく。

備　考 　生徒数　  名　（男子  名・女子  名）　　

展
　
　
　
開

個人の名前、住所、生年月
日、写真、電話番号などは、個
人を特定することができる情報
であることを確認させる。

【思考・判断・表現】

例の中から、個人情報を指摘
し、挙げていくことができる。

〈評価方法〉

１

整
理

インターネット上のサービス
は生活を豊かにするものであ
り、「危険だから利用しない」
のではなく、危険性を理解し、
その対策を知った上で、積極的
に活用することを確認させる。

インターネット上で発信した
情報は、非常に速く、広い範囲
に伝わっていくため、情報を発
信するときは送り手としての責
任を持つことが大切であること
を確認させる。

先日の講演会で学んだ「悪ふ
ざけ投稿」のことを振り返り、
公共ルールやマナーに反する行
為をアピールするような情報を
流さないことを確認させる。

　２　自分の情報をむやみに出さない・・・・・１時間
（本時）



 

 

○生徒の感想 

・ ＴｗｉｔｔｅｒなどのＳＮＳでは、自分の出身地を記入するところがあったりす

るので、記入せず、相手に分からないようにしていかないといけないと思った。自

分の名前、誕生日、血液型等の個人情報を、公の場所にさらさないようにしたい。

友達がしていたりしたら、注意するようにしたい。 
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先日の講演会で学んだ、イン
ターネットが「仲間内」「匿
名」「仮想」の世界でないこ
と、やり直しができないことを
確認させる。
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・

例として提示したプロフィー
ルサイトやブログの記事等にお
いて、個人情報が発信されてい
ないか考える。

１

個人情報を発信することの危
険性について考える。

２

責任ある情報の「送り手」と
は

３

２　本時の目標を確認する。

最近インターネット、携帯電
話等で情報発信したことを思い
出させ、自分の情報発信の状況
を振り返らせる。
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１

２

本時の主題 　自分の情報をむやみに出さない

前時の課題 　授業プリント「情報機器を使いこなそう」を復習しておく。

情報科（社会と情報）　学　習　指　導　案

日・時 平成  年  月  日　（金）　第　限 指導者

学年・組 　１年　　組 　教室 教科書 見てわかる社会と情報（日本文教出版）

単　元 　情報機器を使いこなそう

指
導
目
標

指
導
計
画

　コンピュータやインターネットを利用す
る際の注意点を理解できるようにする。

第２節　情報機器を利用するときの注意点

２
　１　情報機器を使いこなそう・・・・・・・・１時間

　基本的な情報モラルやマナーを身に付け
るようにする。

指
　
導
　
過
　
程

学　習　活　動 指導上の留意事項 資料・評価規準等

導
入

　３　他人を傷つけないようにしよう・・・・・２時間
　４　他人がつくったものを勝手に使わない・・１時間
　５　迷惑メールが届いたら・・・・・・・・・１時間
　６　インターネット上で買い物をするときは・１時間

学んだことを元にして、情報
の「送り手」として気を付ける
べきことをまとめ、挙げていく
ことができる。

〈評価方法〉
○　プリント

公開された情報の中には、別
の投稿記事など、複数の情報を
照らし合わせることで個人を特
定できる場合があることに気付
かせる。

○　プリント

目
標

　個人情報をむやみに発信すると悪用される危険があり、情報を発信する際は最新の注意が必要なことを理解さ
せる。

　情報の「送り手」として、責任を持って発信することを理解させ、その注意点を確認させる。

　パワーポイント１　前時の課題を確認する。

【思考・判断・表現】

次時の
課　題

　次単元の教科書を読んでおく。

備　考 　生徒数　  名　（男子  名・女子  名）　　

展
　
　
　
開

個人の名前、住所、生年月
日、写真、電話番号などは、個
人を特定することができる情報
であることを確認させる。

【思考・判断・表現】

例の中から、個人情報を指摘
し、挙げていくことができる。

〈評価方法〉

１

整
理

インターネット上のサービス
は生活を豊かにするものであ
り、「危険だから利用しない」
のではなく、危険性を理解し、
その対策を知った上で、積極的
に活用することを確認させる。

インターネット上で発信した
情報は、非常に速く、広い範囲
に伝わっていくため、情報を発
信するときは送り手としての責
任を持つことが大切であること
を確認させる。

先日の講演会で学んだ「悪ふ
ざけ投稿」のことを振り返り、
公共ルールやマナーに反する行
為をアピールするような情報を
流さないことを確認させる。

　２　自分の情報をむやみに出さない・・・・・１時間
（本時）



・ 私も実際、ＬＩＮＥやＴｗｉｔｔｅｒをしている。よくよく考えてみると、ＬＩ

ＮＥでは、今日の出来事や友達の写真を載せていた。これからは、載せるときは、

ぼかすなり、友達に許可を得てから載せるようにしたいと思った。 

・ 自分の名前、誕生日、血液型等の個人情報を、公の場所にさらさないようにした

い。友達が出していたら、注意するようにしたい。 

 

(3) パソコン技能、及び、携帯電話等の携帯端末やパソコンの安全利用に関するアンケ

ートの実施及び結果の紹介 

普通科１年生全員（17 名）を対象に事前アンケートを実施して、結果をスライドで

紹介し問題点を考えさせた。 

    

本校生徒はスマートフォン所有率

82％で、所持していない者も自宅にパソ

コンがあった。また、所持した時期は中

学校 64％、小学校 21％であった。 

○生徒の感想 

「自宅にパソコンがない人もいるけれ

ども、パソコンの代わりに、携帯があれ

ばたいていのことはできるのかなと思っ

た。」 

「自分用のパソコンは、何が起こるのか分からないので、考えて使った方がいいと

思う。」 

「かなり多くの人が、スマホを持っており、考えて行動した方がいいと思った。」 

「中学校から持っている人が多い。きちんと管理することが大切である。」 

「小学校から携帯を持っている人がいて驚いた。」 

   



 主な使用目的はＬＩＮＥやＴｗｉｔｔｅｒが予想通り多かった。通話も、11 名と多

かった。 

 また、「メールやＬＩＮＥ等の返信に負担を感じますか」については「よくある」は

０％、「ときどきある」は 17.6％であった。 

○生徒の感想 

「通話や、ＬＩＮＥ、メールは、何かがあったときに頼りになると思う。」 

「通話やＬＩＮＥ等の利用が多い。いずれも、注意して利用した方がいいと思う。」 

「負担に感じる人が多いと思っていたけれども、ないという人が多いので意外に思

った。」 

「メールやＬＩＮＥの返信に負担を感じる人が３人もいたので、だれであろうと負

担にならないような使い方をしていきたいと思った。」 

   

 １日の平均使用時間は３時間以上が

41％であった。更に５時間以上は 12％も

いた。 

 使用する際に決めているルール等につ

いては、７名の生徒は特に決めていない。 

 また、24％の生徒が、学習時間または

睡眠時間が減少したと答えた。 

○生徒の感想 

「携帯電話やパソコンを長時間使用す

ると、やらなければならないことができなくなってしまうと思う。」 

「半数以上の人が、２時間以上使用している。使用時間を、家族と話し合って決め

た方がいいと思う。」 

「特にルールを決めていない人が多いので、ルールを作った方がいいと思った。」 

「携帯やパソコンを使う中で、皆はどうやって睡眠・学習時間を確保しているのか

と驚いた。」 

「睡眠・学習時間が減っている人がいるので、時間を決めることが大切であると思

った。」 

 

(4) 実践事例「他人を傷つけないようにしよう」 

 メール等での文章作りにおいては、自己主張をする際に、ともすれば相手を攻撃す



るような言い回しになってしまったり、言葉足らずのために相手に誤解を与える内容

になってしまったりする。先日の講演において、情報発信に責任を持つことについて、

講師の先生は「マナーや言葉遣いについては、授業等で学びましょう。」と、話してお

られた。また、インターネット上ではお互いの表情を確認できないため、様々なトラ

ブルが発生する可能性がある。そこで、これらのことを理解させ、どのように伝えた

ら相手を傷つけないかを考えさせる授業を実施した。 
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情報科（社会と情報）　学　習　指　導　案

日・時 平成　年　月　日　（　）　第　限 指導者

学年・組 　１年　　組 　　教室 教科書 見てわかる社会と情報（日本文教出版）

単　元 　情報機器を使いこなそう

指
導
目
標

指
導
計
画

　コンピュータやインターネットを利用す
る際の注意点を理解できるようにする。

第２節　情報機器を利用するときの注意点
　１　情報機器を使いこなそう・・・・・・・・１時間

　基本的な情報モラルやマナーを身に付け
るようにする。

　２　自分の情報をむやみに出さない・・・・・１時間
　３　他人を傷つけないようにしよう・・・・・２時間

（本時はその２）
　４　他人がつくったものを勝手に使わない・・１時間
　５　迷惑メールが届いたら・・・・・・・・・１時間
　６　インターネット上で買い物をするときは・１時間

２　本時の目標を確認する。

本時の主題 　他人を傷つけないようにしよう

前時の課題 　授業プリント「他人を傷つけないようにしよう」の復習問題を行っておく。

目
標

　インターネット上ではお互いの表情が確認できないため、さまざまなトラブルが発生する可能性があることを
理解させる。
　どのように伝えたら相手を傷つけないか、考えさせる。

相手を攻撃しないで自分の気
持ちを伝える

指
　
導
　
過
　
程

学　習　活　動 指導上の留意事項 資料・評価規準等

導
入

１　前時の課題を確認する。 電子掲示板を利用するときの
マナーについて確認させる。

展
　
　
　
開

文字情報だけの状態と、直接
面と向かっての状態との、感じ
方の違い

文字のみのコミュニケーショ
ンでは、表情が伝わらないこと
に気付かせる。

〈評価方法〉

ブログのコメントへの返
信について

コメントに対して適切に対応
すれば、よりよいコミュニケー
ションに発展することに気付か
せる。

【思考・判断・表現】
基本的な情報モラルを守

り、適した文章を判断してい
る。

「輝いた生き方へ ―伝
えよう―」

　相手を攻撃しないで自己主張
することの大切さに、気付かせ
る。

〈評価方法〉
○　プリント

インターネット上のマナーや
モラルを守り、相手を不快にさ
せないようにすることが大切で
あることを再確認させる。２　次時の学習内容の確認

自分の気持ちをうまく伝えて
みよう

【思考・判断・表現】
基本的な情報モラルを守

り、適した文章表現を判断
し、表現できる。

電子掲示板で、相手の間
違いをうまく指摘するには

相手を不快にさせない文章を
書くことの大切さを確認させ
る。

次時の
課　題

　次単元の教科書を読んでおく。

備　考 　生徒数　　　名　（男子　　名・女子　　名）　　

LINEで、自分の気持ちや
意見をうまく伝えるには

言葉は言い方によっては、
様々な意味に取られることに気
付かせ、相手に意味がきちんと
伝わる書き方を考えさせる。

○　プリント

整
理

１　本時のまとめ



 

  

    

   

  



  

○生徒の感想 

・ ＳＮＳのＬＩＮＥ等では、文章だけなので、自分の言いたいことがうまく伝わら

ず、相手に誤解されてしまったり、ちょっとした行き違いや言い争いをしてしまっ

たりする可能性があるということを十分理解した。私も、スマホでＬＩＮＥを使っ

ているので、自分の言葉を考えて、相手に分かりやすく伝えることを心がけていき

たい。 

・ メッセージを送るときに、読み直しをしたりする。悪口を絶対に書いたり言った

りしない。相手に誤解を与えないよう表現する。 

・ 誤字・脱字には気をつける。相手が傷つくような内容は送らない。嘘の情報や噂

を、発信したりしない。責任が持てる情報を発信する。責任が持てない情報は、発

信しない。 
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・ 簡単すぎる文章は誤解をしやすいと学んだ。これからは、誤解の無い文章を発信

したい。 

 

 (5) 実践事例「携帯電話やインターネットへの依存／携帯電話やインターネットのルー

ル作り」 

 携帯電話やインターネットの利用に関するルールを作らせることにより、依存症に

陥ることなく情報機器を活用していくために気を付けるべきことについて考えさせた。

また、直接対話によるコミュニケーションをとることが大切であることにも気付かせ

た。 

 

教　室

時間

○

○　プリント

１　本時のまとめ

２　次時の学習内容の確認

５

・

・

30

・

携帯電話やインターネットの
ルールを作る。

１

携帯電話やスマートフォンの
利用における、生徒を見守って
いる人たちからの思い

２ 10

２　本時の目標を確認する。

携帯電話やインターネットの
利用に没頭すると、どのような
ことに陥るかを思い出させ、自
分自身の利用状況を振り返らせ
る。

・　パワーポイント・５

１

２

本時の主題 　携帯電話やインターネットへの依存（携帯電話やインターネットのルール作り）

前時の課題 　授業プリント「２ 携帯電話やインターネットへの依存(1)(2)」を復習しておく。

　１　情報化が社会に及ぼす影響・・・・・・・１時間

　２　サイバー犯罪・・・・・・・・・・・・・１時間　望ましい情報社会のあり方と情報技術を
適切に活用することの必要性を理解できる
ようにする。

　３　情報化の課題・・・・・・・・・・・・・３時間
                                   （本時はその２）

情報科（社会と情報）　学　習　指　導　案

日・時 平成  年  月  日　（金）　第　限 指導者

学年・組 　１年　　組 　　教室 教科書 見てわかる社会と情報（日本文教出版）

資料・評価規準等

導
入

単　元 　情報社会の課題について考えよう

指
導
目
標

指
導
計
画

　情報化が及ぼす影響を理解できるように
する。

第１節　情報化が社会に及ぼす影響と課題

２

提示されたルール及び理由
を参考にして、自分なりの
ルール等を挙げていくことが
できる。

〈評価方法〉
○　プリント

〈評価方法〉

目
標

　携帯電話やインターネットのルールを作らせることにより、依存症に陥ることなく情報機器を活用していくた
めに気を付けるべきことについて、考えさせる。

　自分の表情等を相手に伝えるためにも、会って話すコミュニケーションをとることが大切であることに気付か
せる。

　パワーポイント１　前時の課題を確認する。

指
　
導
　
過
　
程

次時の
課　題

　次単元の教科書を読んでおく。

備　考 　生徒数　  名　（男子  名・女子  名）　　

【思考・判断・表現】
○ 周囲の大人たちからの思い

を考えながら、プリントに記
入していくことができる。

展
　
　
　
開

先日、課題として作成させた
ルール及びその理由をまとめた
ものを見せ、改めて、自分なり
のルール及び理由を考えさせ
る。

【思考・判断・表現】

１

整
理

携帯電話やインターネットへ
の依存の予防として、ルール作
りや、会って話すコミュニケー
ションをとることが大切である
ことに気付かせる。

一通り選ばせた後、各項目に
ついて、決めたルールの「理
由」を発表させる。

・

保護者や教員をはじめ、周囲
の大人たちからの、「携帯電話
やスマートフォンによる犯罪や
いじめ等に巻き込まれないよう
に」「ルールを守ることができ
るように協力する」等の思いが
あることに気付かせる。

学　習　活　動 指導上の留意事項
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○生徒の感想 

・ ルールを作り、守っていかなければならないと思った。チェックシートでは、「や

や依存」だったので、少しインターネットや携帯電話に頼りすぎているのかなと思

うので、本を読んだり、文字を書いたりする機会をより多くしたり、人とのコミュ

ニケーションをとって、会って話すようにしたい。 

・ 携帯電話の危険性・使い方など、いろんなことを学んで、一つ間違えれば、悪用

されたり事件に巻き込まれたりするということを知り恐いと思った。クラスの半分

以上の人が携帯を持っているので、相手の悪口や嫌なことを言ったりしないよう、

一人ひとり気を付けて、ルールを守りながら使っていきたい。 

・ 情報化が進むと、いいところもあるが、悪いところもあり、気を付けていきたい。

依存は、気付かないうちになっているのだということが分かった。スマホの使い方

を見直して、トラブルにならないようにしたい。 

・ 私は、スマホを持ってからは勉強時間が減っていたので、これからは自分で作っ

たルールを守ってスマホを使っていこうと思った。依存しないように、また安全に

スマホを使っていきたい。 

 

４ まとめ 

 今回紹介した授業において、「インターネット利用に関する講演会」と連携したり、

アンケート結果から導入したりすることにより、生徒は関心を持ち、真剣に取り組んで

いたと思う。それぞれの感想を見ても、今回伝えたかったことを、それぞれの生徒なり

に感じ取っていたように思う。 

 情報科の授業について、自らも学びながら内容を作り上げていくのだと感じている。

学ぶ中で、一つの内容が他の様々な内容と大いに関連していることに気付かせられ、そ

のことを生徒にも伝えていくことが大切である。今後も、生徒と共に学び、共に気付い

ていくことのできる授業を目指したい。 
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